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か
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の
循
環
局
面
と

無
関
係では
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とい
う。
しか
も、

その
背
後に
は、
中
国
共産
党
内の

根
深い
路
線
対立が
服
されてい
る

とい
うの
だ。

今
週も、
引
きつ
づ
き
中
崎
氏
を

ゲス
ト
に
迎えて、
新聞では
分か

ら
ない
中
国の
内
棋に
つ
い
て
聞い

て
み
た。

自
由
化
に
釘
約
す幅広暁険

竹
村
現
在、
中
国
共
産党の
中に

は、
同
じ
旧
災
級
派の
中か
ら
出た

隙
窓と
向山
小
平の
ふ
たつ
の
派が
あ

っ
て
対
立
してい
る
とい
う
話
で
す

け
ど、
そ
も
そ
も
隙
悠は、
ど
うい

う
人
物なん
で
す
か。

中
嶋
陳
雲は、
非
目前に
抑か
しい

経
歴
を
持っ
てい
ま
す・
も
と
も
と

植
字工
で、
中
国の
総工
会、
すな

わ
ち
労
働
運
動に
た
ず
さ
わっ
て
き
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か
ら、
劉
少奇の
直
系で
す
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ソ
巡と
の
結
びつ
き

が
深い
ん
で
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会に、
彼は
中
国

代
表と
して
出
席してい
ま
す。
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加
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を
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び
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し
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援助が
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と
ほ
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た．
そこ
で、
ソ
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援

助
芦沙を
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思
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紡に
やっ
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隊
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村
日
本では、
ほ
と
ん
ど
知ら

れてい
ませ
ん
わ
ね。

中嶋
日
本
大で、

陳雲と
公
式に
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た
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い
ま

せ
ん。
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っ
て
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ら
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竹
仲
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だ、
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小
平鈴
紋の
経
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開放
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と
も
あ
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も
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越え
たと

い
う
見
方が
あ
り

ま
すけど．

中
嶋
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な
け

れば
い
けない
の

は、
陳
袋路
線と

は
何か
とい
うこ

と
だ
と
思
い
ま

す。
毛
沢
東路
線

では
ない
わ
けで

す。
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怠味で
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毛
路
線
ま
で

逆
滅
するこ
とは

ない。
とい
うの
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陳－袋も
mw
小
平も
と
もに、
文

革と
か
毛
沢
双
型の
こ
と
を
やっ
た

の
では、
中
国はダ
メ
に
な
る、

と．
両
派は
実
権
派で
すか
ら、
そ

の
点では一
致してい
る・
務
図
鈴

批判で
も一
致してい
ま
すね。

竹
村
二
人と
もプ
ラ
グマ
テス
ト

で
すか9
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比
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と、
決氏は
窒
息し
ち
？っ。
か
と

いっ
て、
閉山
小
平の
よ
うに
カ
ゴ
が

な
きゃ
烏は
逃げ
て
し
ま
う。
カゴ

は
あ
く
まで、
鉄で
しっ
か
り
し
た

もの
を
作っ
て
お
く
必
姿が
あ
る。

その
枠
組み
は、
社
会
主
義だ
と。

竹村
なる
ほ
ど。

中胸
部
小
平は
従
来の
枠
を
縦
し

て
ワ
lッ
と
活
性
化
する
拡
大
均
衡

型の
指
摘却
者で
す
け
ど、
陳
雲は
縮

小
均
衡型の
指
導
者で
すね。
だ
か
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い
まの
よ
うに
あ
ちこ
ちに
ヒ

ズ
ミ
が
で
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た
と
きはy
陳
雲
路
線

が
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統で、
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小
平
路
線が
奥地に

な
る。
中
国の
流れは
い
ま
まで、

右に
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てい
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日
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カ
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ほ
うへ

蛇
行
しは
じめ
てい
る
とい
うこ
と
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で
す．
こ
うし
た
蛇
行は、
今

後
も
繰り
返さ
れ
る
で
しょ
うね。
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図
像
に
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よ

竹
村
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平
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く
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て、
陳

雲た
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数は
少ない
ん
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や、
僕は、
そうみ
ない

で
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こ
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陳
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李
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こ
うい
う
人
た
ち
を
通じ
て
中

．
悶が
み
えて
く
る
ん
で
す．

竹村．
結
局、
日
本は
自
分の
鋭を

み
て
し
ま
うん
だ
な。
その
鋭の
ウ

ラ
側に
何が
あ
る
か、
あ
まりみ
な

い
ん
だ。
人
間とい
うの
は、
自
分

の
都
合の
い
い
よ
うに
解
釈する。

中
嶋
とに
か．く、
隙
窓は、
日
本

の
政
財
界人の
維と
も
会っ
てい
な

い．
だ
か
ら、
日
本
人は
ソ
述側か

ら
見た
中
国の
袋、
イメ
ージ
とい・

うもの
が、
なか
なか
理
解で
き
な
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竹
村
ど
うし
て
で
すか
ねェ
？

中
柏崎
会い
たが
ら
ない
ん
で
す。

日
本の
外務
省
なんか
も、
コ
ン
タ

ク
ト
で
き
ない。
昨
年9
月の
全
国

代
表
会
鵠で
も、
最
後に
は
隙
怨が

泌
鋭
する
な
ど、
その
実
力は
明
ら

か
なん
で
す
け
ど
ね。

竹村
日
本の
新
聞に
は、
岡山小
平

の
乙
とは
絞っ
て
も、
ま
ず
隙
震の

こ
とは
絞ら
ない。

中帥明
mw
小
平は
大
変な
政治
家で

す
け
ど、
次々
とい
ろん
な
人
を
析

っ
て
きたか
ら、
敵が
多い。
とこ

ろが、

附際公は
大
取なと
きに
は
そ

ノ
をい
う
け
ど、
ふ
だ
んは
あ
まり

目
立
ちたが
ら
ない。

竹村
も
う
ちょ
っ
と
隊
袋サ
イ
ド

の
情報が
と
れ
た
ら、
－
述の
反日

運
動
も
あ
るい
は
未
然に
防げ
たか

も
し
れ
ない
わ
け
で
すな。

中
嶋
そうで
すね。

竹村
それに
し
て
も、
母
近の
報

道では、
新総
社
発
行の『半
月
談』

誌が、
，マ
ル
クス
主
義の
限
界
を

大
胆に
突き
破っ
て
行か
な
け
れば

な
ら
ない’
とい
う
論
文
を
相削
減
す

る
な
ど、
郡
小
平
路
線サ
イ
ドの
反

悠も
活
発なよ
うで
すなγ

中柏崎
郡
小
平
路
線は、
い
ま
胸
炎

き八
丁に
きて、
い
よい
よ
峠に
さ

しか
か
ろ
うと
してい
る。
隙
怒グ

ル
ープ
との
対立が
あっ
て
も、
あ

と二、
三
年で
峠までは
なん
と
か

い
く
で
しょ
う。
問
題は、
その
あ

と
ど
う
な
る
か・・・：・．

竹村
そこ
が、
今
後
の
中
図
を

み
るポ
イン
トとい
う
わ
け
で
す

ね。

ま
す。

竹
村
陳
雲
派が
六
で
すか。

中
嶋
い
や、
際
援
派が
四
で、
郡

小
平が
六
か、
あ
るい
は
五
分五
分

く
らい
で
すね。

とい
うの
は、
陳
．容に
代
表
さ
れ

る
郡
小
平
批
判の
潮
流は、
あ
る
郡

の
辿み回
戦
線なん
で
す。
北
京
市
長

を
やっ
た
彰
真、
李
先
念、
周
恩
米

系統の
人
も、
郡
小
平に
対
し
て
批

判
を
持つ
で
しょ
うか
ら
ね。
それ

か
ら、
陳
雲グル
ー
プ
は、
倹が
こ

の
間
会っ
て
ぢた
李
戚
刷
首
相と．

か、
経
済
を
担
当
する
銚
依
林と
か、

か
な
りの
人
脈を
持っ
て
ま
す。
阿川

小
平の
ほ
うは、
ど
ち
ら
か
と．い
う

と、
共
産主
部鴨
川H年
間のエ
リ
ート、

汗
年将
校で
す。

竹
村
ソ
述は、
中
国
を
ど
うみ
て

い
る
ん
で
すか。

中
嶋
ソ
迎ば、
自
分の
ほ
うに
得


